
効
果
の
最
大
化
を

夏
に
Ｄ
Ｃ
を
開
催

Ｊ
Ｒ
北
海
道

社

長
　

島
田
　
修

開業に
寄せて

開業への
期待　　

北
海
道

知

事
　

高
橋
　
は
る
み道

発
展
に
大
チ
ャ
ン
ス

２
次
交
通
網
の
整
備
も

東
京
ま
で
４
時
間
２
分

受
入
態
勢
整
備
も
着
々

北
海
道
観
光
振
興
機
構
会
長
　

近
藤
　
龍
夫

東
北
、北
関
東
と

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭
　

高
向
　
巌

道
、
日
本
の
た
め

最
大
限
有
効
活
用

北
海
道
経
済
連
合
会
会
長
　

大
内
　
全

「
経
済
圏
」が
拡
大

効
果
の
極
大
化
を

北海道新幹線特集

道観光　新たなステージへ北海道新幹線
３月日開業

開
業
へ
の
期
待

（２７） 第２８２７号第３種郵便物認可２０１６年（平成２８年）１月１日（金曜日）

　
平
成

年
は
「
安
全
の
再

生
」
「
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
の
再
構
築
」
「
北
海
道
新

幹
線
開
業
効
果
の
最
大
化
」

の
三
つ
が
大
き
な
柱
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
の
北
海
道
新
幹
線
は
、

い
よ
い
よ
３
月

日
に
新
青

森
・
新
函
館
北
斗
の
開
業
を

迎
え
る
。

　
残
さ
れ
た
準
備
期
間
は
３

カ
月
を
切
っ
た
が
、
新
幹
線

車
両
を
使
用
し
た
試
乗
会
の

開
催
、
開
業
４
日
前
に
実
施

す
る「
地
上
設
備
最
終
切
替
」

な
ど
の
開
業
に
向
け
た
最
後

の
仕
上
げ
に
全
力
で
取
り
組

み
、
開
業
を
無
事
成
し
遂
げ

た
い
。

　
ま
た
、
開
業
効
果
の
最
大

化
を
図
る
た
め
、
北
海
道
庁

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協
力

し
て
効
果
的
な
宣
伝
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
。

　
開
業
後
に
お
い
て
も
夏
に

は
「
青
森
県
・
函
館
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｄ
Ｃ
）
」
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、
地
元
自
治
体
や
Ｊ

Ｒ
東
日
本
様
と
も
連
携
し
、

商
品
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

　
新
幹
線
の
開
業
は
北
海
道

の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
チ

ャ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
効
果

を
最
大
限
に
活
か
し
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
北
海
道
新
幹

線
開
業
戦
略
推
進
会
議
に
お

い
て
、
経
済
界
や
沿
線
自
治

体
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
開
業
効
果

を
道
内
各
地
域
に
波
及
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
新
函
館
北

斗
駅
を
道
内
各
地
域
の
魅
力

あ
る
食
や
観
光
、
特
産
品
な

ど
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
え
る
よ
う
、
新

駅
構
内
に
北
斗
市
が
設
け
る

物
産
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

や
観
光
案
内
所
に
お
け
る
取

り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
を
歓
迎
す
る
た

め
、
開
業
日
か
ら
新
駅
前
に

お
い
て
、
道
内
各
地
の
食
や

物
産
な
ど
を
提
供
す
る
場
を

北
斗
市
と
共
同
で
設
け
る
予

定
だ
。

　
開
業
効
果
を
広
く
全
道
に

波
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新

駅
と
道
内
各
地
を
結
ぶ
利
便

性
の
高
い
２
次
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
推
進
会

議
が
策
定
し
た
「
北
海
道
新

幹
線
開
業
に
向
け
た
道
内
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
指

針
」
に
基
づ
き
、
各
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

２
次
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
も

進
め
て
い
く
。

　年３月日、北海道新
幹線が開業する。北海道民が
待ち望んだ瞬間であり、観光
面でも新たなステージに突入
する。

　
道
民
悲
願
の
北
海
道
新
幹

線
が
開
業
し
、
つ
い
に
新
幹

線
時
代
が
到
来
す
る
。
道
外

と
道
内
を
結
ぶ
新
た
な
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す

る
も
の
で
あ

り
、
継
続
的

な
効
果
が
期

待
さ
れ
る

　
従
来
の
航
空
機
に
よ
る
点

で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
な

く
、
新
幹
線
の
沿
線
地
域
と

線
、
あ
る
い
は
面
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
得
る
も
の

で
あ
り
、
首
都
圏
以
北
と
の

交
流
拡
大
に
よ
る
経
済
活
性

化
や
経
済
圏
の
広
が
り
が
期

待
さ
れ
る
。

　
開
業
ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
に
入
っ
て
お
り
、
道
内
の

関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
を

本
格
化
さ
せ
、
開
業
効
果
の

極
大
化
を
図
る

こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　
今
後
と
も
、

新
幹
線
の
開
業

を
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
の
拡
大
と
捉
え
、
個

々
の
地
域
企
業
が
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
よ

う
、
機
運
醸
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

ポスター

専
用
車
両
の
「
Ｈ
５
系
」

　
新
幹
線
が
開
業
す
る
と
、

過
去
の
例
を
見
て
も
入
り
込

み
客
数
が
増
加
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
国
内
道
外
客
の

増
加
を
期
待

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
北

海
道
は
東
北

出
身
者
の
多

い
土
地
柄
の

割
に
、
意
外
と
東
北
と
の
交

流
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
地

理
的
距
離
が
長
く
て
も
手
軽

な
飛
行
機
利
用
の
で
き
る
首

都
圏
と
の
時
間
距
離
が
短
か

っ
た
か
ら
だ
。

　
こ
の
状
況
が
い
ま
ま
さ
し

く
変
化
す
る
瞬
間
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
北
海
道
と

東
北
や
北
関
東
が
ウ
ィ
ン
・

ウ
ィ
ン
の
関
係
を
構
築
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て

く
る
。

　
ま
ず
は
、
確
実
に
増
加
す

る
来
道
客
に
い

か
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
か

が
大
事
だ
。
そ

し
て
、
玄
関
口

と
な
る
道
南
地

域
の
み
な
ら
ず
、
ど
の
よ
う

に
道
北
や
道
東
に
ま
で
広
げ

て
い
け
る
か
が
、
北
海
道
の

観
光
振
興
の
鍵
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
東
海
道
新
幹
線
開
業
か
ら

約

年
、
整
備
計
画
決
定
か

ら
約

年
。
待
ち
に
待
っ
た

北
海
道
新
幹
線
が
つ
い
に
開

業
す
る
。
誠

に
喜
ば
し
い

限
り
で
あ

り
、
開
業
が

近
づ
く
に
つ

れ
、
期
待
が

高
ま
る
ば
か
り
だ
。

　
昭
和

年
、
日
本
最
大
の

海
難
事
故
と
な
っ
た
青
函
連

絡
船
洞
爺
丸
事
故
が
契
機
と

な
り
建
設
が
始
ま
っ
た
「
青

函
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
北
海
道

の
将
来
を
見
据
え
、
新
幹
線

規
格
で
建
設
さ
れ
た
。

　
私
た
ち
は
、
多
く
の
方
々

の
熱
い
思
い
と
不
断
の
努
力

の
結
晶
で
あ
る
北
海
道
新
幹

線
を
、
北
海
道
、
さ
ら
に
は

日
本
の
た
め
に
最
大
限
有
効

に
活
用
し
て
い
く
。

　
当
面
、
新
函

館
北
斗
駅
が
北

海
道
の
「
第
２

の
玄
関
口
」
に

な
る
。
来
道
さ

れ
た
皆
さ
ま
を

ど
の
よ
う
に
お
迎
え
す
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
し
て
北
海
道
各
地
に
足

を
運
ん
で
も
ら
う
の
か
。
私

た
ち
の
新
た
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
北
海
道
新
幹
線
は
東
北
新

幹
線
の
新
青
森
駅
か
ら
札
幌

駅
ま
で
の
約
３
６
０
㌔
に
及

ぶ
路
線
を
指
す
。
３
月

日

に
開
業
す
る
の
は
こ
の
う
ち

の
新
青
森
駅
―
新
函
館
北
斗

駅
間
の
約
１
４
９
㌔
。

　
１
日

往
復
運
行
す
る
。

う
ち
、
東
京
か
ら
新
函
館
北

斗
ま
で
直
通
す
る
「
は
や
ぶ

さ
」
は

往
復
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
な
ど
に
よ
る

と
、
最
速
列
車
の
新
函
館
北

斗
―
新
青
森
間
の
所
要
時
間

は
１
時
間
１
分
。
以
下
、
盛

岡
ま
で
約
１
時
間

分
、
仙

台
ま
で
約
２
時
間

分
、
大

宮
ま
で
約
３
時
間

分
。

　
東
京
―
新
函
館
北
斗
ま
で

の
所
要
時
間
を
め
ぐ
っ
て
は

当
初
４
時
間

分
程
度
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
沿
線
の
自

治
体
や
経
済
団
体
な
ど
か
ら

は
利
用
者
が
飛
行
機
に
流
れ

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
４
時
間

切
り
を
求
め
る
声
も
出
て
い

た
。
が
、
安
全
性
や
定
時
運

行
を
優
先
さ
せ
る
結
果
、
４

時
間
２
分
で
結
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
。
運
賃
に
指
定
席
料
金

を
加
え
た
通
常
料
金
（
申
請

中
）
は
２
万
２
６
９
０
円
。

　
車
両
は
東
北
新
幹
線
の
Ｅ

５
系
を
ベ
ー
ス
に
、
専
用
車

両
「
Ｈ
５
系
」
を
製
作
。
基

本
仕
様
は

両
編
成
で
、
人

気
が
高
い
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス

（

人
）
も
整
備
さ
れ
る
。

　
地
元
、
函
館
も
観
光
振
興

の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

宿
泊
施
設
の
新
設
や
観
光
施

設
の
改
修
な
ど

が
相
次
ぎ
、
ま

た
２
次
交
通
の

整
備
も
着
々
と

進
む
。

　
例
え
ば
、
ベ

イ
エ
リ
ア
地
区

で
は
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
札

幌
国
際
観
光
が

年
開
業
を

目
指
し
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

を
建
設
す
る
。
２
次
交
通
で

は
、
新
函
館
北
斗
か
ら
函
館

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
列
車
を
新

た
に
設
定
、
札
幌
―
函
館
間

の
特
急
も
増
便
す
る
予
定

だ
。

　
北
海
道
は
外
国
人
に
も
人

気
だ
が
、
開
業
を
機
に
、
東

京
か
ら
函
館
ま
で
足
を
延
ば

そ
う
と
考
え
る
観
光
客
も
出

て
き
そ
う
だ
。
新
千
歳
空
港

に
来
た
外
国
人
客
が
道
南
観

光
し
、
新
幹
線
を
利
用
し
て

東
北
、
首
都
圏
に
来
る
と
い

う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

　
新
幹
線
開
業
は
周
辺
観
光

地
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
そ
う
だ
。
し
か
し
、
一

過
性
に
し
て
は
い
け
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
７
～
９
月

に
実
施
さ
れ
る
函
館
と
青
森

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
、
そ

し
て
、
そ
の
後
の
切
れ
目
な

い
イ
ベ
ン
ト
、
情
報
発
信
が

欠
か
せ
な
い
。

　
な
お
、
新
函
館
北
斗
駅
か

ら
札
幌
駅
の
区
間
は

年
に

認
可
・
着
工
さ
れ
、

年
春

ま
で
に
開
業
す
る
予
定
で
、

全
線
開
通
す
れ
ば
新
幹
線
効

果
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。


